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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第39期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第38期

会計期間
自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成21年４月１日
至平成22年３月31日

売上高                     （千円）2,123,253 2,257,978 8,705,612

経常利益                   （千円）111,905 167,330 660,077

四半期（当期）純利益       （千円） 57,184 46,371 348,900

純資産額                   （千円）3,620,547 3,825,270 3,922,604

総資産額                   （千円）5,049,766 5,291,653 5,490,313

１株当たり純資産額           （円） 1,424.21 752.02 1,542.09

１株当たり四半期（当期）純利益金額

                           （円）
22.57 9.15 137.73

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額               （円）
－ － －

自己資本比率                 （％）71.4 72.0 71.1

営業活動による

キャッシュ・フロー         （千円）
58,564 240,775 283,031

投資活動による

キャッシュ・フロー         （千円）
80,129 141,186 △1,531

財務活動による

キャッシュ・フロー         （千円）
△86,093 △95,068 △144,678

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高                   （千円）
1,535,335 1,905,195 1,618,618

従業員数                     （人）499 531 501

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており　

ません。

 ４．当社は、平成22年４月１日付けで株式１株につき２株の株式分割を行っております。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 531

　（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの

　　　　　　出向者を含む。）であります。

　

　　(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 451

　（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、システムソリューション・サービスの単一セグメントのため、生産、受注及び販売の状況について

は、セグメント別にかえて品目別に示しております。

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 金額（千円） 前年同四半期比（％）

システムインテグレーション・サービス 1,229,789 102.0

システムアウトソーシング・サービス 454,984 103.7　

プロフェッショナル・サービス 573,204 119.8

合計 2,257,978 106.3

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

システムインテグレーション・サービス 1,063,592 106.6 1,115,806 100.5

システムアウトソーシング・サービス 450,872 108.4 465,967 98.9

プロフェッショナル・サービス 542,452 101.6 495,382 104.2

合計 2,056,916 105.6 2,077,156 101.0

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

①　品目別販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 金額（千円） 前年同四半期比（％）

システムインテグレーション・サービス 1,229,789 102.0

システムアウトソーシング・サービス 454,984 103.7

プロフェッショナル・サービス 573,204 119.8

合計 2,257,978 106.3

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社野村総合研究所 551,177 26.0 707,003 31.3

富士通株式会社 426,582 20.1 423,599 18.8

みずほ情報総研株式会社 180,467 8.5 264,636 11.7

　            （注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社キューブシステム(E05312)

四半期報告書

 4/20



②　業種別販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をエンドユーザの業種別に示すと、次のとおりであります。

業種区分 金額（千円） 前年同四半期比（％）

金融業 855,054 129.0

流通業 454,573 87.1

通信業 451,302 91.9

製造業 192,283 158.3

官公庁 108,984 96.8

その他 195,779 91.7

合計 2,257,978 106.3

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第１四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

 

（１）業績の状況　

  当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国を中心とする新興国に牽引される形で輸出企業を中心

に、緩やかな回復の動きが続いております。しかしながら、欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念、金融資本市場

の変動やデフレの影響等の景気を下押しするリスクは存在し、依然として景気の先行きには予断を許さない状況

となっております。

　情報サービス産業界におきましては、顧客企業における内製化やＩＴ投資抑制の傾向が依然として強く、需要の

減少と企業間競争の激化による価格低下が進む等、引き続き厳しい状況が続いております。

　このような状況の中で、当社グループにおきましては、既存顧客からの継続案件の維持・拡大及び生命保険会社

向け案件の拡大に伴い、特に金融業向けサービスを中心に売上高は堅調に推移いたしました。

　その結果、当社グループの連結売上高は2,257百万円（前年同四半期比6.3％増）となりました。また、連結営業利

益は170百万円（同92.1％増）、連結経常利益は167百万円（同49.5％増）、投資有価証券評価損および資産除去債

務会計基準の適用に伴う影響額を特別損失に計上した結果、連結四半期純利益は46百万円（同18.9％減）となり

ました。

　品目別の業績を示すと次のとおりであります。

（システムインテグレーション・サービス）

　金融業向けサービスを中心に、売上高は1,229百万円（前年同四半期比2.0％増）となりました。

（システムアウトソーシング・サービス）

　流通業向けのシステム運用管理サービスが堅調に推移した結果、売上高は454百万円（同3.7％増）となりまし

た。

（プロフェッショナル・サービス）

　通信業向けの情報インフラ構築サービス・金融業向けの統合運用管理サービスが拡大したことに伴い、売上高は

573百万円（同19.8％増）となりました。　
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（２）財政状態の分析

  当第１四半期連結会計期間末における総資産は5,291百万円となり、前連結会計年度末と比較して198百万円の減

少となりました。これは主に、売上債権の減少によるものです。また、負債合計は1,466百万円となり、前連結会計年

度末と比較して101百万円の減少となりました。これは主に、法人税等の支払によるものです。純資産は3,825百万円

となり、前連結会計年度末と比較して97百万円の減少となりました。これは主に、剰余金の配当によるものです。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前年同四半期連結会計年度

末に比べ369百万円増加し、1,905百万円となりました。

　当第１四半期連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は240百万円（前年同四半期比182百万円増）となりました。これは主に、税金等調

整前四半期純利益の計上額96百万円、売上債権の減少額287百万円等の資金増加、法人税等の支払額158百万円等の

資金減少によるものです。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は141百万円（同61百万円増）となりました。これは主に、有価証券の償還による収

入150百万円によるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は95百万円（同8百万円増）となりました。これは主に、配当金の支払額94百万円に

よるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動　

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動について、特記すべき事項はありません。

 

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,182,000

計 11,182,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,093,280 5,093,280
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株　

計 5,093,280 5,093,280 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年４月１日

 （注）
2,546,6405,093,280 － 768,978 － 708,018

 　（注）　株式分割（１：２）によるものであります。
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（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

13,500
－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他）
普通株式

2,516,900
25,169 同上

単元未満株式
普通株式

16,240
－

一単元（100株）

未満の株式　

発行済株式総数 2,546,640 － －

総株主の議決権 － 25,169 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。また、「議決権の

数」の欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数９個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社キューブ

システム

東京都品川区東五反田

一丁目２番33号　
13,500 － 13,500 0.53

計 － 13,500 － 13,500 0.53

（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は13,500株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月　　別 平成22年４月 ５月 ６月

最　高（円） 761 758 714

最　低（円） 733 700 675

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,175,195 1,888,618

売掛金 1,554,453 1,841,627

有価証券 350,000 400,000

仕掛品 25,611 16,209

その他 155,250 189,095

貸倒引当金 △184 △2,439

流動資産合計 4,260,325 4,333,112

固定資産

有形固定資産 ※
 109,460

※
 95,910

無形固定資産 3,669 3,685

投資その他の資産

投資有価証券 448,345 631,222

その他 469,851 426,382

投資その他の資産合計 918,197 1,057,604

固定資産合計 1,031,327 1,157,200

資産合計 5,291,653 5,490,313

負債の部

流動負債

買掛金 387,757 407,666

短期借入金 280,000 280,000

未払法人税等 52,122 168,048

賞与引当金 154,251 218,319

役員賞与引当金 8,135 37,888

その他 310,701 219,082

流動負債合計 1,192,968 1,331,005

固定負債

退職給付引当金 50,090 52,040

役員退職慰労引当金 185,938 184,662

資産除去債務 37,385 －

固定負債合計 273,414 236,703

負債合計 1,466,382 1,567,708

純資産の部

株主資本

資本金 768,978 768,978

資本剰余金 708,018 708,018

利益剰余金 2,341,326 2,421,607

自己株式 △24,313 △24,297

株主資本合計 3,794,009 3,874,306

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,553 38,411

為替換算調整勘定 △6,763 △6,497

評価・換算差額等合計 15,789 31,914

少数株主持分 15,470 16,383

純資産合計 3,825,270 3,922,604

負債純資産合計 5,291,653 5,490,313
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 2,123,253 2,257,978

売上原価 1,809,859 1,870,621

売上総利益 313,394 387,356

販売費及び一般管理費

役員賞与引当金繰入額 6,450 8,067

賞与引当金繰入額 12,279 12,123

退職給付費用 1,553 1,572

役員退職慰労引当金繰入額 3,909 4,015

その他 200,277 190,714

販売費及び一般管理費合計 224,469 216,492

営業利益 88,924 170,864

営業外収益

受取利息 2,896 1,462

受取配当金 4,431 5,015

投資有価証券評価損戻入益 17,793 －

その他 311 553

営業外収益合計 25,432 7,030

営業外費用

支払利息 1,230 942

支払手数料 1,059 997

投資有価証券評価損 － 8,409

その他 161 214

営業外費用合計 2,452 10,564

経常利益 111,905 167,330

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,132 2,255

特別利益合計 1,132 2,255

特別損失

投資有価証券評価損 － 51,565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,533

特別損失合計 － 73,098

税金等調整前四半期純利益 113,038 96,487

法人税、住民税及び事業税 16,178 49,754

法人税等調整額 39,453 909

法人税等合計 55,631 50,664

少数株主損益調整前四半期純利益 － 45,823

少数株主利益又は少数株主損失（△） 221 △548

四半期純利益 57,184 46,371
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 113,038 96,487

減価償却費 4,438 5,663

引当金の増減額（△は減少） △70,836 △96,719

受取利息及び受取配当金 △7,328 △6,477

支払利息 1,230 942

投資有価証券評価損（△は戻入益） － 59,974

売上債権の増減額（△は増加） 158,893 287,026

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,125 △9,409

仕入債務の増減額（△は減少） △30,885 △19,909

その他 61,092 75,434

小計 200,517 393,013

利息及び配当金の受取額 6,840 6,748

利息の支払額 △835 △954

法人税等の支払額 △147,958 △158,031

営業活動によるキャッシュ・フロー 58,564 240,775

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 100,000 150,000

有形固定資産の取得による支出 － △2,778

投資有価証券の取得による支出 △3,514 △3,834

その他 △16,355 △2,200

投資活動によるキャッシュ・フロー 80,129 141,186

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の増減額（△は増加） △168 △15

配当金の支払額 △85,700 △94,752

少数株主への配当金の支払額 △225 △300

財務活動によるキャッシュ・フロー △86,093 △95,068

現金及び現金同等物に係る換算差額 △161 △317

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 52,438 286,576

現金及び現金同等物の期首残高 1,482,896 1,618,618

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,535,335

※
 1,905,195
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第１四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年６月30日）　

　会計処理基準に関する事項の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており

ます。

　これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ873千円、税金等調整前四半期純

利益は22,406千円減少しております。　　

　

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年６月30日）　

　（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部を

改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損

益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 128,515千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額 105,322千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

　現金及び預金残高 1,805,335千円

　預入期間が３か月を超える

　定期預金
△270,000千円　

　現金及び現金同等物 1,535,335千円

 

　現金及び預金残高 2,175,195千円

　預入期間が３か月を超える

　定期預金
△270,000千円　

　現金及び現金同等物 1,905,195千円

 

（株主資本等関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至

　平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　5,093,280株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　 27,171株　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 126,653 50平成22年３月31日平成22年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　当社グループは単一セグメントのため、該当事項はありません。　　　

 

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

  

【セグメント情報】

　当社グループは、システムソリューション・サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 752.02円 １株当たり純資産額 1,542.09円

　（注）　当社は、平成22年４月１日付けで株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前連結会計

年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前連結会計年度末の１株当たり純資産額は771.05円であり

ます。

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 22.57円 １株当たり四半期純利益金額 9.15円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１．　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益金額（千円） 57,184 46,371

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 57,184 46,371

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,533 5,066

　（注）２．　当社は、平成22年４月１日付けで株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前連結

会計年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前第１四半期連結累計期間に係る１株当たり四半

期純利益金額は11.29円であります。

　

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年６月30日）　

　（年金移行に関する特別損失の計上について）

　　確定給付企業年金法の施行に伴い、平成22年８月に現行の適格退職年金制度を確定給付年金制度へ移行すると共に退職

金規程の改訂を行いポイント制退職金を導入しております。

　　これに伴い過去勤務債務が２億１千万円発生しており発生時に全額費用処理し、特別損失として計上いたします。　

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

　  　

   平成２１年７月３０日

株式会社　キューブシステム    

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人　トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 久保　伸介　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 津田　良洋　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キューブシ

ステムの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キューブシステム及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

　  　

   平成２２年８月２日

株式会社　キューブシステム    

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人　トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 久保　伸介　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 津田　良洋　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キューブシ

ステムの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キューブシステム及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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